
DX技術を活用した管渠の維持管理
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• 下水道処理人口の推移

• 下水道施設の老朽化

• 下水道業界の人材不足

１.下水道事業の現状

• 耐用年数を超える管渠の延⾧

• 膨大に膨れ上がる点検業務

• 維持管理工事における事故リスク

２.管渠における

維持管理業務の課題

• ＡＩドローン等を活用した管路調査

• ＩＣＴ機器を活用した無人化工事
３.ＤＸ技術の活用

• 業務の効率化により適切な維持管理の実現

• 遠隔作業による安全化で事故ゼロ

• 労働環境向上による担い手の確保

４.ＨＡＰＰＹな

下水道の実現
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下水道処理人口の推移



下水道施設の老朽化（管路施設）

〇令和元年度末における、全国の下水
道管渠の総延⾧は約48万km

〇標準耐用年数50年を経過した管渠の延
⾧約2.2万km（総延⾧の5％）が、10年後
は7.6万km（16％）、20年後は17万km
（35％）と今後は急速に増加



下水道業界の人材不足
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国交省「下水道事業の現状と課題(令和元年９月)｣





全国の下水道総延⾧約48万㎞(R1)

標準耐用年数50年を超えた管

令和元年度 2.2万㎞（総延⾧の5％）

令和10年度 7.6万㎞（総延⾧の16％）

令和20年度 17 万㎞（総延⾧の35％）

※耐用年数を超える管は今後急速に増加
していくため、管渠の点検・修繕が
急務である

国交省：下水道の維持管理より出典

耐用年数を超える管渠の延⾧



国交省：下水道事業の現状と課題より出典

年間（Ｈ28）の平均実施延⾧は点検0.5％、調査0.9％、清掃が1.6％と低水準であり、
耐用年数を超える管渠に追いついていない状況である

膨大に膨れ上がる点検業務



・事故数：国交省下水道セーフティネットより

維持管理工事における事故リスク

管点検等の管理での事故 約20件（H22.7～R3.10）

実例 下水道管内に入って点検中に硫化水素を

吸引してしまい死亡

管内の清掃後、マンホールを上がる際に足を滑らせて転落

管渠修繕等の工事での事故 約30件（H22.7～R3.10）

実例 劣化部の除去中、機械の稼働部に触れ負傷





ＤＸ技術の活用

参考：国土交通省 インフラ分野のＤＸに向けた取組紹介

ドローンや無人化施工を応用して課題を解決したい！



ＤＸ技術の活用
全国の下水道管きょの総延⾧→約４８万ｋｍ

現状・・・
年間の実施延⾧
点検０．５％（２,４００ｋｍ） 調査０．９％（４,３２０ｋｍ）
清掃１．６％（７,６８０ｋｍ）

理想・・・
年間の実施延⾧
点検１００％（４８万ｋｍ） 調査１００％（４８万ｋｍ）
清掃１００％（４８万ｋｍ）

理想を実現するには・・・
１日当り１,３００ｋｍ実施する必要があり、
１台当り時速１００ｍで、２０時間稼動すると仮定する
と全国で６５０台必要となる

・人材不足の解消
・維持管理の効率化
・事故発生ゼロ

ＡＩやＩＣＴを活用





・業務の効率化により適切な維持管理の実現
・遠隔作業による安全化で事故ゼロ
・労働環境向上による担い手の確保

DX技術の活用によって解消される課題

下水道業界がHAPPY！


